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皆さんこんにちは。
e-learning教材「学部4回⽣・⼤学院⽣のための ⽇本語⽂献探索のキソ」をご覧
いただき、ありがとうございます。
この教材は、⼈⽂・社会科学分野の学部4回⽣・⼤学院博⼠前期課程1年⽣の⽅
を対象にした内容となっています。



「卒論・研究きちんとスタート︕」
シリーズのラインナップ
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①学部4回⽣・⼤学院⽣のための⽇本語⽂献探索のキソ
必要と思われる⽂献の書誌情報を得る

②学部4回⽣・⼤学院⽣のためのフルテキスト⼊⼿法
得た書誌情報をもとに実際に論⽂を⼊⼿する

図書館Webサイトにてe-learning教材を公開中︕

「卒論・研究きちんとスタート!」シリーズは2つの教材で構成されています。

⼀つ⽬が、この教材「学部4回⽣・⼤学院⽣のための⽇本語⽂献探索のキソ」で
す。
⽂献探索を⾏い、⾃分にとって必要と思われる⽂献の書誌情報（論⽂のタイトル、
著者名、雑誌名といった情報のこと）を⼊⼿する⽅法を学びます。
⼆つ⽬は「学部4回⽣・⼤学院⽣のためのフルテキスト⼊⼿法」です。

⽂献の書誌情報をもとに、今度は論⽂の本⽂を⼊⼿する⽅法について詳しく学び
ます。
図書館のWebサイトでe-learning教材を公開中です。興味のある⽅はぜひごらん
ください。



本講習会の⽬標と構成
先⾏研究調査の意義と⽅法を知り、芋づる式調査や⽂献データベースを
適切に活⽤できる
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1. 先⾏研究調査の意義
2. 「芋づる式」調査
3. ⽂献データベースの活⽤
4. ⽇本語図書の調査
5. ⽇本語論⽂の調査︓CiNii Researchを事例に

補遺. シソーラスを備えたデータベース

この教材の⽬標は「先⾏研究調査の意義と⽅法を知り、芋づる式調査や⽂献デー
タベースを
適切に活⽤できる」ことです。内容は、1〜5の構成になっています。



1.先⾏研究調査の意義

では、第1章「先⾏研究調査の意義」をはじめます。



過去の研究の積み重ねの上に新しい研究が生まれる
「巨人の肩に立つ」ことが研究の出発点である 5

学習者のフェーズ

目的：既存の知識や研究を理解し、
基礎を磨く

情報の探し方や引用のルールを身につけ
る

関連資料を知り、自分の位置づけを確
認する

文献から基本的な考え方や知識を学ぶ

研究者のフェーズ

目的：新しい知見を生み出し、
価値を示す

新しい知見を共有し、学術的な貢献を行
う

先行研究を根拠に、自分の主張の妥当
性と独自性を示す

まだ十分に扱われていないテーマや課
題を見つける

 図書や論文などの資料は、著者の調査と研究の積み重ねの成果
 その資料を基に調べ、理解し、発展させていくことが学びと研究の基本

まとめ

先⾏研究調査の意義︓学習者と研究者

「先⾏研究調査」とは、⾃分の研究テーマについて、すでにどんな研究があるか
を⽂献から調べることです。
研究は主に論⽂や学術書などの⽂献で発表されるため、最初に⽂献を適切に集め
て読むことが重要です。

学習者と研究者、それぞれの視点から⾒た「先⾏研究調査」の⼤切さを説明しま
す。
「学習者」としては、既存の知識や研究を理解し、基礎を抑えるということが⽬
的です。事典や概説書などの基本書から基礎を学び、専⾨書や論⽂で具体的な研
究⽅法を学びましょう。また、先⾏研究の限界や意⾒の対⽴点を整理することで、
⾃分の研究テーマを絞り込む⼿がかりになります。
「研究者」として先⾏研究調査をする⽬的は、⾃分の研究で既存の知識に新しい
知⾒を⽣み出し、価値を⽰すことです。新規性を判断するには、関連する先⾏研
究を広く調べる必要があります。求められる「新しさ」の⽔準は、研究分野や学
術的な段階によって異なります。たとえば、卒業論⽂で求められる「新しさ」と、
博⼠論⽂で求められる「新しさ」とは⼤きく異なりますので、指導教員の助⾔を
受けながら進めることが重要です。論⽂では、先⾏研究を踏まえたうえで、⾃⾝
の研究の意義を明確に⽰すことが求められます。

このように、先⾏研究調査は学習とともに、研究にも⽋かせないプロセスといえ
ます。



研究の流れと学術⽂献の関係

⽂献の種類の違いを意識しながら、
場⾯に応じて適切なものを活⽤していくと良いです

図書

専門書
論文集

概説書
入門書

絞られたテー
マについての
研究を収録

系統的
初学者にも
分かりやすい

初学者が収集していく（読んでいく）順

発表される（生み出される）順

雑誌論文

（原著）論文
Original Articles

レビュー論文
総説論文

Review Articles

いわゆる
「学術論文」

特定主題に関し
て発表された文
献を総覧・評価

研究進行中の
アウトプット

プレプリント
会議録

学会予稿集

雑誌論文投稿前に、広く意見
やコメントを得るためのもの
先取を示す意味もある

多くが「査読」を経ていないの
で、判断力がつくまでは要注意

事典・辞書

基本的な
定義や解説を
確認できる
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研究の流れと学術⽂献の関係を図に⽰しました。
⼀⼝に「学術⽂献」といってもさまざまな種類がありますが、スライドには主な
ものをあげています。
⼤きなくくりとして右端の図書、それから中央の雑誌論⽂があります。ただし、
図書に分類される論⽂集と、雑誌論⽂に分類される、レビュー論⽂は、似通った
性質を持ちます。
また、左端の研究進⾏中のアウトプットの図を⾒ていただくと、プレプリントや
会議録などは、研究分野によって学術⽂献として流通することもあります。

研究成果はまず論⽂として発表され、議論や引⽤を経て、やがて図書としてまと
められることも多いです。
学習者が先⾏研究調査を始めるときは、いきなり論⽂を読むのではなく、まず事
典や概説書などの図書から読み始めて、分野の基礎知識や全体像をつかむのが効
果的です。
⽂献の種類や読む順番を意識して、⽬的に合った⽂献を活⽤しましょう。



先⾏研究調査の２つのアプローチ

参考⽂献をたどる芋づる式調査 ︓2章
メリット︓研究の流れを掴みやすく、理解を広げやすい
デメリット︓参照関係に含まれていない関連⽂献を⾒落とす可能性

⽂献データベースの活⽤︓3〜5章
キーワードを使って、⽂献情報を検索する
メリット︓適切に活⽤すれば、多くの⽂献を発⾒可能
デメリット︓使い⽅を誤ると、⾒逃しが多く発⽣する
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ここからは、先⾏研究調査の2つのアプローチを紹介していきます。
1つ⽬は、参考⽂献をたどる、「芋づる式」という⽅法です。研究の流れを把握
できるというメリットがあり、特に初学者にとっては、理解を広げる有益な⽅法
ですが、直接参照されていない関連⽂献を⾒落とす可能性がある点には注意が必
要です。
2つ⽬は、⽂献データベースの活⽤です。「⽂献探索」と聞いてまず思い浮かべ
るのは⽂献データベースでの検索だと思います。メリットは、多くの⽂献を発⾒
できること、⼀⽅、デメリットは、使い⽅がよくないと、⾒逃しが多く発⽣して
しまう可能性があるということです。
⼈⽂社会科学系の⽇本語⽂献データベースは、検索機能があまり充実していない
ものが多いため、使い⽅を⼯夫しないと、うまく活⽤できないことがあります。
教材の後半で、このようなデメリットを回避できるよう、⽂献データベース検索
のコツを紹介します。

では次のスライドから、「芋づる式」の調査⽅法について詳しく紹介します。



2.「芋づる式」による
先⾏研究調査

この章では、先⾏研究調査のアプローチのうちの1つ、「芋づる式」について詳
しくみていきます。



「芋づる式」による先⾏研究調査︓強みとその限界

強み︓
無駄無く、過去の関連研
究へ遡ることができる

限界︓
①出発点が悪いと偏る
②新しい研究を⾒落とす
ことがある
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この図は、芋づる式調査のイメージ図です。
中央に⾒つけた論⽂（中⼼論⽂）があります。この論⽂は、過去の研究を引⽤し
ながら書かれています（左側の⻘⾊部分）。また、この論⽂⾃⾝も後続の研究に
引⽤されていきます（右側の緑⾊部分）。
このように研究は単独で存在するのではなく、先⾏研究を引き継ぎながら発展し
ていきます。
雑誌論⽂や学術書には参考⽂献リストがあり、引⽤・参照した⽂献を明⽰するこ
とが研究のルールです。この参考⽂献をたどって関連⽂献を探す⽅法を「芋づる
式調査」と呼びます。
先⾏研究調査では、中⼼論⽂から左側の参考⽂献をたどることで、研究の流れを
効率よく把握できます。キーワード検索よりも関連性の⾼い⽂献を⾒つけやすい
ことが利点です。
⼀⽅で、芋づる式調査の限界は、出発点となる論⽂に偏りがあると、集まる⽂献
も偏る可能性があるということ、また、新しい論⽂はまだ引⽤されていないため
⾒落としやすいことです。さらに、たどるほど⽂献数が増える点にも注意が必要
です。

なお、図の右側、緑⾊の部分は、中⼼論⽂を引⽤している後続研究をたどる⽅法
です。後続研究は、Web of Science や Scopus などの引⽤⽂献データベースで
調べることができます。⽇本語論⽂の場合は、後ほど紹介する CiNii Research
や J-STAGEに収録されている論⽂で確認できる場合があります。



研究初期段階における芋づる式の活⽤法
新しい⽂献からたどる

新しい⽂献ほど、それまでの研究成果を踏まえている

基本⽂献からたどる
研究の流れを把握しやすい
⽂献の⾒落としを防ぎやすい

参考⽂献リストは著者が選んだ⽂献であり、偏りや漏れ
が⽣じることがあります。1つの⽂献に頼らず、複数の⽂
献からたどりましょう。
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研究の初期段階で芋づる式調査を活⽤する際には、2つのポイントがあります。
まず1つ⽬は、新しい⽂献を起点にすることです。
新しい⽂献ほど、それまでの研究成果を幅広く踏まえていることが多いためです。
どの⽂献からたどり始めるか迷った場合は、できるだけ新しい⽂献を選ぶとよい
でしょう。

2つ⽬は、専⾨的な論⽂ではなく、基本⽂献を起点にすることです。
専⾨的な論⽂の参考⽂献リストは、そのテーマに特化した⽂献に絞られているこ
とが多く、調査範囲が限定される場合があります。⼀⽅で、テーマ全体を概観し
たレビュー論⽂や概説書などの基本⽂献は、研究の流れを把握しやすく、関連⽂
献も幅広く紹介されています。
そのため、先⾏研究調査の初期段階では、まず基本⽂献から調べ始めることで、
⽂献の⾒落としを防ぎやすくなります。
次に、このような起点となる基本⽂献について紹介します。



研究初期段階で起点とする基本⽂献
参考図書（事典・辞書・ハンドブック・便覧など）

• 学会や専⾨家グループが編集したものがおすすめ
• 項⽬ごとに専⾨家が執筆している事典・ハンドブックは特に有⽤

概説書・⼊⾨書
• その分野の基本⽂献が参考⽂献として紹介されていることが多い
• 初学者向けの⽂献案内やブックガイドが掲載されていることもある

専⾨書
• 専⾨書序章などで研究史が整理されていれば、先⾏研究調査の起点として有効

レビュー論⽂
• そのテーマの研究動向を整理した論⽂
• 多くの関連⽂献への起点となる
• 「レビュー」「総説」「○○の課題と展望」などのタイトルが⽬印
• 定期的にレビュー論⽂を掲載する雑誌もある

総合図書館内で、
参考図書はココ！

11

用語・テーマの全体像をつかむ

分野全体をつかむ

研究史をたどる

関連文献をまとめて見つける

初めてそのテーマの先⾏研究調査を⾏うときに、芋づる式調査の起点として特に
おすすめなのが、このスライドに⽰した4種類の⽂献です。
まず1つ⽬は、参考図書（事典・辞書など）です。参考図書は、調べたいテーマ
の全体像や基本的な考え⽅を把握するための出発点になります。特に、学会や専
⾨家によって編集されたものは信頼性が⾼く、解説とあわせて参考⽂献も確認で
きます。総合図書館A棟2階の参考図書コーナーのほか、⼀部はデータベースや
電⼦ブックでも利⽤できます。
2つ⽬は、概説書・⼊⾨書です。概説書や⼊⾨書は、その分野の基礎知識を学ぶ
ための学術書です。参考⽂献として、その分野の基本⽂献が紹介されていること
が多く、初学者向けの読書案内が掲載されている場合もあります。総合図書館で
は、A棟3・4階の学習⽤図書エリアや新書コーナーなどで利⽤できます。
3つ⽬は、専⾨書です。専⾨書は内容が⾼度ですが、序章などで研究史が整理さ
れていることがあります。研究史の中で繰り返し⾔及される⽂献は、その分野で
重要な⽂献である可能性が⾼く、先⾏研究調査の起点として有効です。専⾨書は、
A棟3・4階の学習⽤図書エリアのほか、A棟5階の研究⽤図書エリアや書庫棟にも
所蔵されています。
4つ⽬は、レビュー論⽂です。レビュー論⽂は、あるテーマに関する研究動向を
整理し、関連研究をまとめて紹介する論⽂です。多くの関連⽂献への⼊り⼝とな
るため、先⾏研究調査では⾮常に有⽤です。タイトルに「レビュー」「総説」
「課題と展望」「現状と展望」「回顧と展望」などの語が含まれていることがあ
ります。また、定期的にレビュー論⽂を掲載する学術雑誌もあります。



研究初期段階で起点とする基本⽂献
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資料の種類 主な役割 向いている場面

参考図書 テーマや用語の全体像を把握する テーマを決めた直後

概説書・入門書 分野の基本文献を知る 分野全体を学び始める段階

専門書 研究史や主要な論争を把握する 研究テーマを絞り込む段階

レビュー論文 関連研究を効率よく一覧する 先行研究を網羅的に探す段階

「どの⽂献を起点にすればよいか」を判断するのは、初めて研究に取り組む⼈に
は難しいこともあります。
スライドの表に、どの⽂献をどの場⾯で使うのが向いているかということを⼊れ
てまとめていますので参考にしてください。
まずはご⾃⾝で候補の⽂献を探し、そのうえで指導教員の先⽣に相談してみるの
もよいでしょう。
研究が進むにつれて、注⽬した⽂献を⼿がかりに、⾃分なりに⽂献を取捨選択し
ながら調査できるようになります。それが芋づる式調査の⼒です。



3.⽂献データベースの活⽤

この章からは、先⾏研究調査のもう1つのアプローチとして、⽂献データベース
の活⽤について紹介していきます。



Google・Google Scholar・⽣成AIの限界
網羅性

• 収録範囲や選定基準が不明確
• 重要⽂献の⾒落としを防げない

検索性

• 検索条件や絞り込み機能に限界が
ある

• 検索結果の表⽰基準が分かりにく
い
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信頼性
• 書誌情報が不⼗分な場合がある
• ⽣成AIは誤情報（ハルシネーション）

の可能性がある

その他
• Googleは学術⽂献以外の情報も多い
• ⽣成AIは⼊⼒データの取扱いに注意が

必要

先⾏研究調査では⽂献データベースを基本とし、
Google・Google Scholar・⽣成AIは補助的に利⽤しましょう

先⾏研究調査に、Google や Google Scholar 、⽣成AIを使えないのかという疑問
をお持ちの⽅、あるいは、もうすでに使っているという⽅もいらっしゃるのでは
ないでしょうか。
ここではそれらのツールの限界を図に⽰しています。
未知の分野の概要をつかんだり、検索キーワードを考えたりする際には便利な
ツールですが、先⾏研究調査では「できるだけ漏れなく、正確に⽂献を集めるこ
と」が重要です。そのため、これらのツールだけに頼るのではなく、⽂献データ
ベースを基本として利⽤する必要があります。



⽂献データベースを使い分ける
⽂献データベースとは
• 学術⽂献を探すための検索サービス
• 学術⽂献に対象を限定
• 検索・絞り込み機能が充実
• 先⾏研究調査の基本ツール
使い分けが重要
• ⽇本語⽂献／海外⽂献
• 図書／雑誌論⽂
• ⼈⽂社会系／⾃然科学系
➡ ⽬的に応じて利⽤するデータベースが異なる
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Googleのような検索エンジンとは別に、世の中には、学術⽂献の検索に特化し
た専⾨のデータベースが多数存在します。
検索・絞込み機能が充実しているのは有料のデータベースに多い特徴ですね。
最近では、データベースにAI機能が搭載されているものも増えてきました。
また、検索する学術⽂献が、どの研究分野の⽂献か、⽇本語⽂献か海外⽂献か、
図書か雑誌論⽂かといった点によって、使うべき⽂献データベースは異なってき
ます。
対象による使い分けがあるというのは、⼀般的な情報検索と同じです。
例えば、お店の場所を探すときは地図アプリ」を使い、本を探すときには書店の
Webサイトや図書館の蔵書検索システムを使いますよね。
探したいものによって使う検索サービスが違うのと同じように、学術⽂献を探す
ときも、研究分野や資料の種類によって適切な⽂献データベースを選ぶ必要があ
ります。



⽂献データベースの役割
⽂献データベースの本来の役割

⽂献情報（書誌情報）の検索・整理
関連⽂献の発⾒

PDFや全⽂閲覧は付加的な機能
PDFや全⽂へのリンクは、提供できる範囲に限られる
PDFが表⽰されなくても利⽤できる場合がある
PDFの有無だけで⽂献の重要性は判断できない

よくある誤解
PDFが表⽰されない ＝ 読めない ではない
PDFが表⽰される ＝ 重要な⽂献 でもない

16

先⾏研究調査の第⼀段階は、重要な⽂献を漏れなく⾒つけること。
そのために、「検索」と「⼊⼿」を分けて考えましょう。

⽂献データベースを使うとき、「PDF（全⽂）が⾒られるかどうか」に注⽬して
しまう⼈が少なくありません。
しかし、本来の役割はPDFの提供ではなく、研究テーマに関連する⽂献の書誌情
報を検索し、関連⽂献を発⾒することにあります。
⽂献データベースによっては全⽂へのリンクが表⽰されますが、それは付加的な
機能です。契約状況や公開条件によって、PDFが表⽰されない⽂献も数多くあり
ます。
だからと⾔って、その⽂献が読めないわけではありません。図書館で所蔵してい
たり、⽂献複写サービスで⼊⼿できたりする場合もあります。
逆に、PDFが表⽰されているからといって、その⽂献が重要であるとも限りませ
ん。
先⾏研究調査でまず⼤切なのは、重要な⽂献を漏れなく⾒つけることです。
そのためには、「⽂献を検索すること」と「⽂献を⼊⼿すること」を別の段階と
して考える必要があります。
まずは必要な⽂献を⾒つける。その後で⼊⼿⽅法を考える。この順番を意識しま
しょう。



4.⽂献データベースによる
⽇本語図書の先⾏研究調査

ここからは、⽂献データベースを使った、⽇本語図書の先⾏研究調査について解
説していきます。



適切なデータベースの選択︓図書
図書を探すためのデータベース

基本的には「どこに本があるか」を調べるためのもの
図書として出版された先⾏研究の調査にも利⽤できる
所蔵機関によって利⽤するデータベースが異なる
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探したい資料 データベース

大阪大学の蔵書 大阪大学OPAC

国内の大学図書館 CiNii Books

公共図書館 カーリル

国立国会図書館 NDLサーチ

海外の図書館 WorldCat

おすすめ

日本の学術書の
先行研究調査

おすすめ

図書を扱うデータベースは、多くの場合、「どこにその本があるか」を調べるた
めの蔵書検索システムとして利⽤されます。
⼀⽅で、先⾏研究が図書の形で出版されている場合には、その調査にも活⽤でき
ます。ただし、所蔵機関によって利⽤するデータベースは異なります。
⼤阪⼤学の蔵書を検索できるものもあれば、国内外の複数の図書館の蔵書をまと
めて検索できるものもあります。
そのため、「どこの蔵書を探したいのか」に応じてデータベースを使い分けるこ
とが重要です。

⽇本語の学術書の先⾏研究調査には、まず CiNii Books と NDLサーチを利⽤す
るとよいでしょう。
⼤学図書館は研究・教育に必要な資料を収集しているため、学術書を探す場合は
まずCiNii Booksを利⽤するのが基本です。
阪⼤OPACは⼤阪⼤学の所蔵資料だけが対象ですが、CiNii Booksには⼤阪⼤学
の所蔵情報も含まれています。
先⾏研究調査では、まずCiNii Booksを使う⽅が効率的です。
また、国⽴国会図書館には国内出版物を収集・保存する納本制度があるため、
NDLサーチも有⼒な調査先になります。



図書を検索するときのポイント
現状︓図書検索の特徴

図書の検索は、書名・著者名・件名など限られた情報が中⼼
⼊⼒したキーワードと⼀致しなければ⾒つからないことがある
図書は扱う範囲が広く、書名にはより広い概念が使われることが多い

対策︓検索のコツ
同義語・類義語を考える
上位語・下位語を考える
特に「上位語」（ある概念を含むより広い概念）で検索する

調べたいテーマを含む、より広い概念でも検索してみる
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図書は特定のトピックではなく、
そのトピックを含むより広いテーマで出版されることが多い

現状、図書の検索に使うデータベースでは、詳細な本⽂検索は期待できないです。
基本的に、書名や著者名、件名に含まれるキーワードでしか検索できないと考え
ていただくのがよいと思います。

そして、図書を検索するときは、論⽂を検索するときよりも、注意深くキーワー
ドを選択しなくてはなりません。
同義語や類義語だけでなく、広い概念の上位語、より狭い概念の下位語なども検
討してみましょう。
とくに⼤切なのが「上位語」です。論⽂にくらべて、図書は扱っている内容の分
量が多く、思いついたキーワードよりも広い概念が図書のタイトルになっている
ことが多いです。

たとえば、論⽂だと「ChatGPTの教育利⽤」のように、具体的なキーワードが
タイトルに現れやすい⼀⽅、図書はより広い範囲を扱うため、『⼈⼯知能』、
『教育⼯学』のような上位概念がタイトルになっていることが少なくありません。
そのため、⼊⼒したキーワードでの検索結果が思ったより少ない場合は、上位の
概念にあたるキーワードで、再度検索してみてください。



CiNii Booksについて
AND, ORなどの論理演算⼦の検索も可能
「内容検索」タブに切り替えると⽬次や内容説明の検索可

• ただし、あくまで⽬次データを持っている資料が対象
• ⽬次データの収録範囲は主に1986年以降の新しい図書

⼤阪⼤学のネットワークから利⽤すると便利
• ⼤阪⼤学の所蔵が⼀覧の先頭に表⽰される
• ⼤阪⼤学の所蔵の有無を⼀⽬で確認できる
• キャンパス外の利⽤にはCiniiの画⾯から機関でログイン

学認フェデレーションから「⼤阪⼤学」を選択し、個⼈
IDでログインしてください

※次スライド参照

https://ci.nii.ac.jp/books/
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では、CiNii Booksについて紹介します。
CiNii Booksでは「図書・雑誌検索」タブが初期選択されています。この状態で
は基本的には書名・著者名・出版社名などでしか検索できません。ここから、
「内容検索」タブに切り替えると、⽬次や内容説明を検索できる資料が増えます。
「図書・雑誌検索」タブでの検索でヒットする資料が少ない場合は、「内容検
索」タブを試してみても良いでしょう。ただし、全ての資料に対して⽬次を検索
出来ているわけではないので注意が必要です。
CiNii Booksでは、AND、ORなどの論理演算⼦を使うことができます。論理演算
については最後の5章で説明します。

また、⼤阪⼤学のネットワークからCiNii Booksを利⽤すると、⼤阪⼤学の所蔵
が⼀覧の先頭に表⽰されます。阪⼤にあるかどうかを⼀⽬で確認できるので便利
です。キャンパス外からの利⽤にはログインが必要です。⽅法は次の画⾯をご覧
ください。



[参考] CiNii Booksで阪⼤所蔵資料を発⾒し
やすくする

KOANやCLEと
同じIDとパスワード

CiNii画面右上
の

「ログイン」

キャンパス外から
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キャンパス外からアクセスしたときも、⼤阪⼤学の所蔵を⼀覧の先頭に表⽰する
ことが可能です。
表⽰する⽅法としてはこのスライドのとおりで、CiNii Books画⾯右上の「ログ
イン」から、所属機関に⼤阪⼤学を設定し、⼤学の個⼈IDでログインしてくだ
さい。



⼀部の資料は⽬次が検索できる
• ⽬次データの収録範囲は「1987年以前」の

⽐較的古い資料
• 検索の際に「資料種別」を絞り込まない

AND, ORなどの論理演算⼦が使える

デジタル化資料にアクセスできる
「NDLデジタルコレクション」
• 絶版になった古い学術書
• 戦前・戦後の研究書
• ⼊⼿困難な資料

NDLサーチについて https://ndlsearch.ndl.go.jp/

CiNii Booksは学術書を探すための基本ツール、
NDLサーチは、CiNii Booksで⾒つからない資料を
補完するツールとして使い分けしてください。
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次にNDLサーチ、国⽴国会図書館の蔵書検索システムについて紹介します。
こちらも、基本的には書名・著者名・出版者名で検索できるシステムですが、⼀
部の資料については⽬次を⼀緒に検索できます。
NDLサーチの⽬次データの収録範囲は、1987年以前の古い資料が中⼼ですが、
論⽂集に含まれる個々のタイトルが検索できたり、最近の図書でも⽬次でヒット
することがあります。⽬次を検索したいときには、資料種別を絞り込まないよう
にしてください。

NDLサーチの特徴の⼀つは、国⽴国会図書館デジタルコレクションをはじめと
する各種デジタルアーカイブを横断的に検索できることです。
特に、戦前・戦後の学術書や絶版・品切れなどで⼊⼿が難しくなった資料はデジ
タル化されている場合があります。

CiNii Books が主に⼤学図書館等の所蔵資料を探すためのサービスであるのに対
し、NDLサーチは国⽴国会図書館の資料やデジタル化資料も含めて探すことが
できます。そのため、CiNii Books で⾒つからない場合や、デジタル化された資
料の有無を確認したい場合に活⽤してください。



5.⽂献データベースによる
⽇本語論⽂の先⾏研究調査

ーCiNii Researchを事例に

それでは、第5章では、⽇本語論⽂の先⾏研究調査について解説していきます。



適切なデータベースの選択︓雑誌論⽂

日本語論文 or 海外論文

分野 国内文献 海外文献

全分野 CiNii Research Web of Science
Scopus、ProQuest

国文学 国文学論文目録データベース

日本語学 日本語研究・日本語教育文献
データベース

経済学 EconLit

教育学 教育研究論文索引 ERIC

社会学 SocINDEX

医学・薬学 医中誌Web、J-DreamIII MEDLINE

自然科学・工学 J-DreamIII

これらは⼀例です。
附属図書館Webサイトの
データベース⼀覧を⼀度
チェックしてみてくださ
い。

特定分野のデータベースの
ほうが⼀般的に、
・その分野に関して、収録
論⽂が多い

・より⾼度な検索が可能
（シソーラス等⇒補遺参照)
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全分野 or 特定分野

雑誌論⽂を探すときは、2つの視点でデータベースを選ぶのが基本です。
そのデータベースが、全分野を対象にしたものか、特定分野に特化したものか、
さらに、⽇本語論⽂か、海外論⽂か、という視点です。
特定分野型のデータベースは、全分野型に⽐べて、その分野の論⽂が豊富で、検
索機能が充実していることが多いです。



CiNii Researchとは
⽇本語論⽂を探す代表的な⽂献データベース

幅広い分野の雑誌論⽂を検索できる
この講習では CiNii Research を例に検索⽅法を学ぶ
※ 検索の考え⽅は他のデータベースにも共通

https://cir.nii.ac.jp/
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「論文」
を選択

今回は、CiNii Research というデータベースを使って、⽇本語論⽂の検索⽅法
を解説します。
CiNii Research は、全分野を対象にした学術情報データベースで、研究デー
タ・雑誌論⽂・図書・博⼠論⽂などを幅広く検索することができます。
今回のように雑誌論⽂を探す場合は、スライドにあるように、あらかじめ「論
⽂」タブを選択して検索するか、「すべて」で検索した後に、「論⽂」で絞り込
むことができます。
⼈⽂社会科学系では、特定分野の⽇本語論⽂データベースが存在しない分野も多
く、⽇本語論⽂の検索では CiNii Research が基本的なデータベースとなります。

この教材で紹介する⽅法は、特定のデータベースの操作⽅法というよりも、⽂献
検索の考え⽅やコツです。そのため、ここで学んだ⽅法は他のデータベースを利
⽤する際にも応⽤できます。

なお、CiNii Research には、スライド20で紹介した CiNii Books の機能が統合
されていますが、この教材では、検索対象の違いを理解しやすいよう、図書は
CiNii Books、論⽂は CiNii Research、という形で説明しています。



検索例題
選挙活動とウェブ動画の関係性についての先⾏研究調査

対象の雑誌論⽂はひとまず⽇本語のもののみとする

CiNii Researchで「選挙 動画」で論⽂を検索
→25件のみヒット

もっと⽂献がありそうな気がするのだけれど…
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では、論⽂の検索をしてみましょう。みなさんも実際に CiNii Research で検索
しながら学習してください。
Googleで「CiNii」と検索していただくと、CiNii Research に簡単にたどりつけ
ます。

ここでは、「選挙活動とウェブ動画の関係性」というテーマで先⾏研究調査を⾏
います。

まず思いつく2つのキーワード「選挙」と「動画」を⼊⼒して検索してみると何
件ヒットするでしょうか。
スライドでは6/5時点の件数で論⽂が25件ヒットした画⾯を表⽰しています。

本当にこのテーマの論⽂はこんなに少ないのでしょうか？この後、いくつかのポ
イントを解説しながら、検証していきます。

※検索結果の件数は2026/6/5時点のものです。



ポイント1︓データベースの検索⽅式
CiNii Researchは単純な「キーワード検索⽅式」
検索語と⽂献情報に含まれる⾔葉が⼀致すると、検索結果とし
て表⽰される

キーワード検索方式・CiNii Researchの場合

検索語
（入力したキーワード）

〇 論文のタイトル
〇 雑誌名
〇 著者の情報
△ 抄録 (一部の論文のみヒット)

× 本文
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⽂献情報

検索のポイントの⼀つ⽬は、データベースの検索⽅式に注意する、ということで
す。
CiNii Research は「キーワード検索⽅式」のシンプルなデータベースです。
⼊⼒したキーワード、検索語が、論⽂タイトル・雑誌名・著者名などの⽂献情報
と⼀致すると、検索結果に表⽰されます。
⼀致しない場合はヒットしません。



ポイント1︓データベースの検索⽅式
検索結果は「⾔葉の⼀致」で決まる（表記のゆれにも注意）
例︓論⽂タイトル「若年層の政治参加とユーチューブ動画」

× 選挙 動画
× 選挙 YouTube
○ 選挙 ユーチューブ

※ データベースは意味ではなく、登録された語を検索している
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⼈の⽬で⾒れば、
関係のある論⽂のように⾒え
ますが・・・

例えば、スライドの下の⽅に表⽰している論⽂「時代を映した参院選 : プーチン、
安倍⽒銃撃、ユーチューブで投票⾏動に変化」は、今回探しているテーマに関係
しているように思えますが、さきほどの検索ではヒットしません。
この論⽂は、「選挙 スペース 動画」や「選挙 スペース（英語の）YouTube」で
はヒットせず、「選挙 スペース （カタカナの）ユーチューブ」の検索でようや
くヒットします。
論⽂のタイトルに含まれているとおり、カタカナで「ユーチューブ」と⼊⼒しな
いとヒットしないのです。

そのため、次のポイントであげるような⼯夫が必要になってきます。



ポイント2︓キーワードの検討
キーワード検索⽅式の場合、キーワードの選択が⾮常に重要
同義語、類義語、上位/下位語を検討する

選挙

・・・？

SNS ≒ ソーシャル・メディア
≒ソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス

エックス
＝X

インスタグラ
ム＝

Instagram

ティック
トック

＝TikTok
・・・

⾃分でうまく思いつかないときは、
参考図書などを使って探してみま

しょう
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検索のポイントの⼆つ⽬は、キーワードを検討することです。
CiNii Research のようなキーワード検索⽅式の場合、キーワードとして何を選
択するかが重要になります。
同義語や、類義語だけでなく、キーワードからみてより広い概念の上位語、ある
いは、より狭い概念の下位語なども検討してみましょう。

たとえば、SNSというキーワードは、「ソーシャル・メディア」「ソーシャル・
ネットワーキング・サービス」という表現がされているかもしれません。
また下位語としては、エックスやインスタグラム、ティックトックといった、具
体的なサービス名称で表現されていることも考えられるでしょう。
そしてさらに、それぞれのサービス名称についても、⾔い換えや表記⽅法の違い
を考えてみる必要があります。

次に、「選挙」というキーワードについても検討しましょう。⾃分で考えて他の
キーワードが⾒つからないときには、参考図書などを使って探してみるといいで
しょう。



ポイント2︓キーワードの検討
百科事典や辞書類（冊⼦/オンライン）

例︓「JapanKnowledge Lib」複数の辞書・事典をまとめて検索できるデータベース

附属図書館Webサイト TOPページの検索窓上側の「データベース」タブから
⾃宅から使うときは検索窓下側の「キャンパス外から電⼦リソースを使う」から
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附属図書館Webサイト
＞ データベース ＞ すべてのタイトルを表⽰

参考図書とは、百科事典や辞書などのことです。参考図書にはオンラインで使え
るものもあります。
例えば「JapanKnowledge Lib」は、複数の辞書・事典をまとめて検索できる
データベースです。
「JapanKnowledge Lib」は、⾃宅からも使うことができます。スライドの緑の
枠や⽮印が⾃宅から使う⽅法になります。
阪⼤図書館WebサイトのTOPページ検索窓の下側、「キャンパス外から電⼦リ
ソースを使う」からアクセスすると、認証画⾯を経由して、KOANのIDとパス
ワードでログインすることで使えます。

また、タブをデータベースに切り替えて「すべてのタイトルを表⽰」をクリック
すると、阪⼤で契約しているデータベースの⼀覧が表⽰されますが、その中で、
タイトルの隣にRという⾚いアイコンがついていれば、リモートアクセスできる
つまりキャンパス外からも使えるデータベースですよ、というしるしです。その
右の「Off Campus Access」をクリックすると、認証画⾯が表⽰されKOANのID
とパスワードでログインして使ってください。



ポイント2︓キーワードの検討
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関連する単語を視覚的に得ることができるツール
科学技術振興機構(JST) 「シソーラスmap」 科学技術分野の専⾨⽤語が中⼼だが⼀般的な⽤語も収録

https://thesaurus-map.jst.go.jp/

キーワードを得るのに便利なツールをここで⼀つご紹介します。
科学技術振興機構が提供している、「シソーラスmap」というツールです。
科学技術分野の専⾨⽤語が中⼼なのですが、「ユーチューブ」などの⼀般的な⽤
語も⼊っています。ある単語の上位・下位の概念や、関連する単語を視覚的に得
ることができます。



ポイント3︓論理演算（AND/OR など）
種類 CiNii Researchでの入力方法

AND
検索

選挙△参院選

「選挙」と「参院選」両方の
キーワードを含む資料を検索

OR
検索

選挙△OR△参院選

「選挙」もしくは「参院選」の
どちらかのキーワードを含む資料を検索

※「△」はスペース（半角でも全角でもOK）
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同義語、類義語、上位/下位語をOR検索で活⽤すると
より漏れが少ない形での検索ができます。

検索のポイントの三つ⽬は、論理演算です。論理演算を使って、集めたキーワー
ドを有効に活⽤しましょう。
最もよく使う論理演算としては、AND検索とOR検索の⼆つです。
AND検索は⼊⼒した全てのキーワードを含むものを検索する⽅法です。CiNii
Researchではキーワードの間にスペースを⼊れるとAND検索になります。グー
グルなど⼀般的な検索のイメージと同じです。
⼀⽅、OR検索は、⼊⼒したキーワードのどれか1つを含めば良い、という検索⽅
法です。
CiNii Researchではキーワードとキーワードの間に⼤⽂字の「OR」を⼊⼒する
ことで、OR検索になります。特に、同義語、類義語、上位語、下位語をOR検索
で活⽤すると、より漏れが少ない形での検索が可能です。

なお、データベースによって、使⽤できる論理演算の種類や⼊⼒⽅法は異なりま
すので、新しいデータベースを使うときは、まずヘルプページやマニュアルを確
認してみることをおすすめします。



検索例題を実際にやってみよう

検索式①「選挙△動画」

検索例題︓
選挙活動とウェブ動画の関係性についての先⾏研究調査

- 対象の雑誌論⽂はひとまず⽇本語のもののみ
- 使⽤するデータベースはCiNii Research

https://cir.nii.ac.jp/

・検索式の中の「△」はスペース。
半⾓でも全⾓でもOK。

・CiNiiでは( )で囲んだ箇所はグループとなって、
検索式上で優先されます。

※ヒット件数は2026年6⽉5⽇時点
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それでは、ここまでご紹介した三つのポイントを踏まえて、実際に検索例題を
やってみましょう。

先の検索で、「選挙 スペース 動画」では25件しかヒットしませんでした。AND
検索をしたことで、⼆つのキーワードの両⽅を含むものが検索にヒットしました。
検索結果を増やすために、まずは「選挙」のほうの同義語、類義語、上位語、下
位語、関連語を検討します。



検索例題を実際にやってみよう
【キーワード：選挙】

改善策の検討（キーワードを展開する）
・件数が明らかに少ないので、「選挙」の同義語、類義語、上位/下位語を検討
・類義語「投票」、下位語「衆院選」「参院選」、関連語「政治」
・関連キーワードを思いつかないときは、ポイント2で紹介した参考図書やツール類を使う

→「JapanKnowledge Lib」で「選挙」を検索すると、「有権者」「政党」といった関連キーワード
が⾒つかった

検索式②

(選挙△OR△投票△OR△衆院選△OR△参院選△OR△有権者△OR△政治△OR△政党)

△動画
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<選挙のグループ> AND 動画

「選挙」の⾔いかえとして、「投票」という類義語を⽤意しました。また、下位
語の「衆院選」「参院選」、関連語の「有権者」「政治」も使ってみましょう。

⾃分でキーワードが思い浮かばないときは、ポイント2で紹介した参考図書や
Webサイトを使うと良いでしょう。

例えば、「JapanKnowledge Lib」で「投票⾏動」で検索してみたところ、「有
権者」「政党」「インターネット選挙」「公職選挙法」といった関連キーワード
を⼊⼿できました。このうち、「インターネット選挙」「公職選挙法」という語
は「選挙」で検索すれば必ずヒットするので、検索語には含めなくても⼤丈夫で
す。

これらを使ってOR検索を試してみます。
追加したキーワード全てを「OR」でつなげて、 ()でくくると、その部分をグ
ループ化することができます。
こうして、「選挙」という概念に関するひとつのグループができました。このグ
ループと、「動画」のキーワードとのAND検索という形で検索すると、結果は
79件でした。最初の25件からさらに増えていますよね。

次は「動画」の⽅のキーワードを検討してみましょう。



検索例題を実際にやってみよう
【キーワード︓動画】

改善策の検討（キーワードを展開する）
• 「動画」だけでなく、YouTube、Instagram、TikTokなどの具体的なサービス名でも検索してみる
• 検索漏れを防ぐため、⽇本語表記と英語表記の両⽅をキーワードとして利⽤する

検索式③

(選挙△OR△投票△OR△衆院選△OR△参院選△OR△有権者△OR△政治△OR△政党)

△(動画△OR△YouTube△OR△ユーチューブ△OR△YouTuber△OR△ユーチューバー△OR△ Instagram△OR△

インスタグラム△OR△TikTok△OR△ティックトック)
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<選挙のグループ> AND <動画のグループ>

「動画」の関連語として、YouTube や Instagram、TikTiokを⽤意しました。
⽇本語論⽂では、Twitter や Facebookは、英語表記とカタカナ表記の両⽅が使
われる可能性があるのでどちらも候補に⼊れます。

「選挙」のキーワードのグループを作ったときと同様に、全てを⼤⽂字の
「OR」でつなげ 、()でくくります。
こうすることで、「選挙」のグループと、「動画」のグループが、AND検索と
いう形でつながります。これで検索すると、結果は121件になりました。

つぎでさらに検討してみます



検索例題を実際にやってみよう
【検索結果から】

改善策の検討 検索結果から
• 「ディープフェイク」が関連概念であると分かった

• 選挙とフェイク動画の関係を扱う論⽂も⾒つかった

➡ 「ディープフェイク」「フェイク動画」を検索語に
追加する

検索式④
(選挙△OR△投票△OR△衆院選△OR△参院選△OR△有権者△OR△政治△OR△政党)

△(動画△OR△YouTube△OR△ユーチューブ△OR△YouTuber△OR△ユーチューバー△OR△ Instagram△OR△

インスタグラム△OR△TikTok△OR△ティックトック△OR△

ディープフェイク△OR△deepfake△OR△フェイク動画)
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<選挙のグループ> AND <動画のグループ>

さらに、もう少し検索結果を広げる⽅法はないかを考えてみます。ここでヒント
になるのは検索結果に出てきている論⽂タイトルなどです。
検索結果を簡単に⾒ていくと、他にも使えそうなキーワードを得られることが実
際はよくあります。
選挙運動においてフェイク動画が⽤いられていると指摘する⽂献が複数⾒つかっ
ているため、「ディープフェイク」も関連するキーワードとして活⽤できそうだ
と判断し、検索語に追加してみます。

動画のグループのほうに「ディープフェイク」とその関連語をORで追加してス
ライドのようにして検索してみると、140件出てきました。
最初の19件から⽐べると、かなり増やすことができました。
これでもまだ少ないと思われるときは、これまで紹介した⽅法を使って検索式を
さらに改良してみてください。

これで検索例題は終了です。
⽂献データベースでの検索では、キーワードや検索式を⼯夫することが⾮常に重
要だと実感していただけたなら幸いです。



データベース検索で⼼がけること

予測と検証を繰り返す
ヒットが少なすぎる → 検索語を広げる

ヒットが多すぎる → 検索語を絞る

検索結果を⾒ながら検索式を改善する

検索式と件数を記録する
記録しておくことで、検索式の調整が簡単になる
先⾏研究調査を再度⾏う際にも便利
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先⾏研究調査は「探す→⾒直す→探し直す」の繰り返し。
検索結果そのものが、新しい検索語を⾒つける⼿がかりになります。

データベース検索で⼼がけることは、予測と検証が⼤事、ということです。
検索結果が少なすぎる場合には、OR検索を使って、検索語を広げ、逆に、検索
結果が多すぎる場合には、AND検索で検索語を絞りましょう。
キーワードや検索式は、ばらばらと思い付きで作成するのではなく、予測を⽴て、
検証をしながら、改善していきましょう。
検索式と件数を記録しておけば、検索式の調整がスムーズです。

そして、先⾏研究調査は⼀度⾏って終わりではありません。研究を続けていく場
合、定期的に調査が必要なタイミングがあります。検索式を記録しておけば、再
調査の時にも便利です。



選別作業︓検索式の検討が終わったら
検索結果の選別

論⽂タイトル・抄録・掲載誌などをもとに⾃分で選別する

検索式で絞り込みすぎると重要⽂献を⾒落とすことがある

「すぐ読めるかどうか」は選別基準にしない

選別が終わってから⼊⼿へ進む
具体的な⼊⼿⽅法は、本シリーズ②の「フルテキスト⼊⼿法」で解説
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ある程度納得できる検索式が固まったら、検索結果からの選別を⾃分の⽬で⾏い
ます。
検索式で件数を絞り込みすぎると、有⽤な論⽂を取りこぼしてしまうことがあり
ます。100件程度の件数であれば、⾃分の⽬でざっと確認してみましょう。

論⽂のタイトルや掲載された雑誌名などをもとに選別をしていきます。
CiNii Research は論⽂の要約にあたる抄録が含まれているものもありますので、
抄録を参考にして選別するのも良いでしょう。
選別の際には「すぐに読めるかできるかどうか」ということは基準にしないでく
ださい。すぐに読めない場合でも重要な⽂献である可能性がありますので、⼊⼿
の可否は考えずに選別作業を⾏いましょう。

そして、選別作業が完了してから、実際の⼊⼿作業を⾏います。
この⼊⼿作業については、実は阪⼤で⼊⼿できる場合、他⼤学から取寄せて⼊⼿
できる場合、国⽴国会図書館から取寄せて⼊⼿できる場合といろいろな⼊⼿⽅法
があります。

この⼊⼿⽅法については、このシリーズの⼆つ⽬の教材「学部4回⽣・⼤学院⽣
のためのフルテキスト⼊⼿法」でご紹介します。



まとめ

最後に、この教材のまとめです。



先⾏研究調査での⽂献探索〜⼊⼿までの
流れ（おさらい）

目的と対象に応じて
文献データベースを選択する

検索式を検討する

検索結果から
自分の目で選別作業を行う

選別した文献を入手する
きちんとスタート！シリーズ②

フルテキスト入手法

「芋づる」の起点とする文献を
探索する（複数挙げる）

起点とする文献の参考文献リスト
から候補文献を選別する

先⾏研究調査での論⽂検索から⼊⼿までの流れは概ねこのような形です。

左側のラインが「芋づる式」の調査⽅法、右側のラインが⽂献データベースによ
る調査⽅法です。
⽚⽅の⽅法でしか⾒つけられない⽂献もありますので、両⽅の⽅法をしっかり併
⽤して、漏れのない先⾏研究調査へとつなげていきましょう。

そして、この教材で学習したことを、実際に⼿を動かして⾝に付けていただけれ
ば幸いです。



ご相談ください
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総合図書館B棟2F 参考調査カウンター
• 職員がお待ちしています
• 平⽇9:00-17:00（事前予約不要）
• メール・オンラインでの相談も受け付けます

⼤阪⼤学附属図書館 レファレンスデスク
https://www.library.osaka-u.ac.jp/research/reference_desk/

• メール・フォーム・オンラインでの相談受付中
• 附属図書館4館のレファレンス・スタッフが

随時ご相談・参考調査に応じています

実際にやってみると、それぞれのデータベースの使い⽅や、適切なデータベース
の選択、検索式やキーワードの検討などで迷ったり困ったりすることがあるかと
思います。
その際は、ぜひ総合図書館参考調査カウンターへご相談ください。
平⽇の9時から17時の間、私たち職員がお待ちしています。また、メールやオン
ラインでの相談も受け付けています。どうぞお気軽にご利⽤ください。

また、⼤阪⼤学附属図書館の4館のレファレンス・スタッフが随時ご相談や調査
を受け付けています。メール・フォーム・オンラインの⽅法で可能ですので、詳
しくは、画⾯のQRコードから図書館Webページをご覧ください。



参考⽂献リスト
明⽯芳彦(2018)『社会科学系論⽂の書き⽅』ミネルヴァ書房.
秋⼭哲雄, ⽥中⼤喜, 野⼝華世編(2021)『⽇本中世史⼊⾨ : 論⽂を書こう』
増補改訂新版. 勉誠出版.
味岡美豊⼦(2009)『社会⼈・学⽣のための情報検索⼊⾨』ひつじ書房.
⽩井利明, ⾼橋⼀郎(2013)『よくわかる卒論の書き⽅』第2版. ミネルヴァ
書房.
藤⽥節⼦(2007)『キーワード検索がわかる』筑摩書房.
村上紀夫(2019)『歴史学で卒業論⽂を書くために』創元社.
⽮⽥竣太郎(2025)「動向レビュー︓⽣成AIを⽤いた⽂献調査ツール」『カ
レントアウェアネス』 362号、p. 6-10.
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補遺︓
シソーラスを備えた

データベース

ここでは補遺として、シソーラスを備えたデータベースについて紹介します。

シソーラスとは、⾒出し語と、⾒出し語同⼠の関係をセットで収録した「⾔葉の
ネットワーク辞書」のようなものだと思ってください。シソーラスを組み込んだ
データベースでは、⽂献に出てくる⾔葉も、私たちが検索に使う⾔葉も、シソー
ラス内の⾒出し語に紐づけられ、検索のマッチング率が⾼まるような設計がなさ
れています。



シソーラスの無いデータベースの
キーワード検索の仕組み

自分の研究したいテーマ 「関西の粉モン食文化」

検索キーワード 「関西」「粉モン」「食文化」

検索者自身の問題意識やフォーカスに基づいて作成

検
索
者

論文のタイトル「大阪におけるお好み焼きのバリエーションについて」

論文の内容：大阪府内各地のお好み焼きについて、各市町村の商店街などをフィール
ドとして調査した。その結果、概ね府内の地域ごとに具材やソースの趣向の違いがみられた。

著者自身の問題意識やフォーカスに基づき作成 著
者

テーマとしてはかなり近似しているにもかかわらず、
この検索キーワードではヒットしない！×

まず、こちらは教材の本編でも紹介しました、CiNii Researchなどシソーラスの
無いデータベースの検索の仕組みです。
キーワードと論⽂のタイトル等が完全に⼀致しないとヒットしない、というお話
をしました。
こちらの例では、「関⻄」というキーワードでは「⼤阪」というタイトルがヒッ
トしない、「粉モン」というキーワードでは「お好み焼き」がヒットしない、と
いうことが起こっていますね。



シソーラスのあるデータベースの
統制語検索の仕組み

自分の研究したいテーマ 「関西の粉モン食文化」

シソーラスから適切な統制語を選択
・「関西」－下位語としての「大阪」も含めて検索
・「粉物」－下位語としての「お好み焼き」も含めて検索

検
索
者

論文のタイトル「大阪におけるお好み焼きのバリエーションについて」

論文の内容：大阪府内各地のお好み焼きについて、各市町村の商店街などをフィール
ドとして調査した。その結果、概ね府内の地域ごとに具材やソースの趣向の違いがみられた。

著
者

統制語が付与されていることで、検索漏れが発生する可
能性がかなり下がる！

付与された統制語 「お好み焼き」「大阪」「食文化」

〇

⼀⽅で、シソーラスのあるデータベースではどうでしょうか。

シソーラスの整備された⽂献データベースでは、各⽂献に対して「統制語」と呼
ばれる⾔葉が紐づけられています。
定められた基準に基づいて、同じテーマを扱う⽂献には同じ「統制語」が付与さ
れます。
⼀つの論⽂のテーマが多⾯的にとらえられることもよくあるので、その場合は、
複数の「統制語」が付与されます。

このようにルール付けされた統制語があれば、その統制語を⽤いることで、漏れ
なく検索することができます。
よく整備されたシソーラスのあるデータベースならば、下位語までまとめて検索
したりできて⼤変便利です。



シソーラスを備えたデータベースを利⽤
するメリット
検索漏れが発⽣しづらくなる

概念ごとに使⽤することばを決めているので、同義語・類義語を検討する必要がない
下位語を含んだ検索が可能なデータベースも多い

【注意点】検索に使⽤する統制語を選択するのは⾃分
統制語の選択を⽤⼼して⾏わないと、シソーラスのメリットを発揮できない

先⾏研究調査はできるだけ「漏れなく」検索したいので、
シソーラスを備えたデータベースを使うのがおすすめ

シソーラスを備えたデータベースを利⽤するメリットは、検索漏れが発⽣しづら
くなることです。
同じテーマの論⽂には同じ統制語が付与されているため、講習会の本編で⾏った
ような同義語・類義語を検討する必要がありません。
先の例のように、下記語を含んだ検索が可能なデータベースも多いです。

注意点としては、検索に使⽤する統制語を選ぶのはユーザー⾃⾝だということで
す。
シソーラスの統制語リストを良く⾒渡して、どの統制語を選ぶか、ということを
⽤⼼して⾏わないと検索漏れが起きてしまう恐れがあります。

こういった注意点はありますが、先⾏研究調査はできるだけ「漏れなく」⾏うこ
とを⽬指していますので、
⾃分の専⾨分野にシソーラスを備えたデータベースがあるならば、それを使うこ
とがおすすめです。



シソーラスを備えたデータベースの例
⽇本語論⽂のデータベース

• J-Dream III（科学技術・医学・薬学）
• 医中誌web（医学）
残念ながら⽇本語論⽂のデータベースでは、CiNii Researchなどシソーラスを
備えていないデータベースがほとんど

海外論⽂のデータベース
特定分野型のデータベースはシソーラスを備えているものが多い
シソーラスの付与の精度はさまざま

新しく⽂献データベースを使い始めるときには、
シソーラスを備えたデータベースかどうか確認してみるのが
オススメです

具体的に、シソーラスを備えたデータベースを紹介します。

まず、⽇本語論⽂のデータベースです。科学技術・医学・薬学分野のJ-DreamIII、
医学分野の医中誌webが挙げられます。
残念ながら、⽇本語論⽂のデータベースは、シソーラスの無いデータベースがほ
とんどです。

⼀⽅で、海外論⽂のデータベースについて、特定分野型のデータベースであれば、
シソーラスを備えているものが多いです。
新しい⽂献データベースを使い始めるときは、シソーラスを備えたデータベース
かどうかを確認してみて、シソーラスがあればぜひ有効活⽤しましょう。

補遺は以上です。e-learning教材をご覧いただき、ありがとうございました。


